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漢 字 の 単 位 に つ い・て
武 部 良 明
1・ 考察の観点
次か ら次へ と新出す る漢 字は,そ れぞれ異 なる字体 を持 って いる。それ
らの字体は全 く雑 然 としていて,何 とも とらえ ようがない。 いった い何 を
どれだけ覚 えれば よいのか,見 当 もつ かない。 これでは,学 習意欲 を失 う
のも当然で ある。
.しか し,漢字 の字体 をスペ リングと考え ると,英語 の場合 もそのスペ リン
グ1ま決 して簡単で はない。すべて の英単語 が"banana"や"animaPのよ
うに発音 と対 応 して いるわけで もない。``daughteビ'や[`knowledgB"と
なる 乙 個 々につい て覚 えるよ り仕方 がない。 それに もかかわらずゴ英語
のスペ リングのほ うを易 しい と感 じるこ とも事 実である。 それ は,用 いる
単位がabd・一26文 字 に限 られていて,そ の組 み合わせ にす ぎな いか ら
である。そこで考 え られ ること.は,漢字の場 合 もabc・…"の よ うな単位 の
組 み合 わせ と考 えることがで きないか.とい うこ とである。すで に 「女」 と
「子」'が出てヤ、る段階 で,.「好」 はその粗 み合 わせ に す ぎないか らである。
そのよ うに考 える と,よ く用いる単位 とい うのが200ぐらいにな り,大 部
分 の漢字 はその組 み合わせ とい うことになるのである。
以下,こ こで取 り上 げるのは,そ のよ うな単位 の とらえ方 と,そ の組み
合 わせ の実清で ある。 このような とらえ方 をすれば,際 限な く新 しい漢字
が出て くるとい うこ ともな く,次 々 と出 て くる漢字 に も親 しみ が持て るは
ず である。それ によって漢字の学習負担 を,少 しで も軽減 させ よ うとい う
の渉,筆 者 のね らいで ある。
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2・ 単位の とらえ方
漢字 の単位 とい う立場で まず考え られ るのは,片 仮 名の こ とであ る。片
仮名 の宇体 は漢字 の一部 を用、いた ものであるか ら,逆 に,漢 字 は片仮 名 を
組 み合 わせた もの と考 えるこ とが可能 である。「加」は 「カ ・ロ」,「江 」は
「シ ・二」 の組 み合 わせ にすぎない とい う考 え方 で ある。
この場合,一 般 的 にい えば,漢 字 の学習 力主始 まる前 に片仮名 の学 習が始
ま って いる。 したが って,漢 字の導入 に当たって片仮名 を基礎 とす多 こ と
は,き わめて効果的 なはずである。 例 えば,次 の ような 漢字 の場合 が こ
れで ある。
加(カ ・・)江(シ ・エ)多(タ ・タ)外(タ ・卜)
左(ナ ・エ)名(ナ ・ロ〉
治(シ ・ム ・ロ・)品(ロ ・ロ ・ロ)
労(ツ ・.ワ・カ)伝(イ ・二 ・ム)
漢字 の学習 に当た っては,こ のよ うな漢字 か ら導入す る暉 うが効果的 であ
る。 この考 え方 は,宇 画 の簡単な 「一 ・十 ・入」 な どか ら導入す る従来 の
行 き方 とは,全 く異なるわ けである。
もちろん,片 仮 名だけで成 り立つ文字 がそれ ほ.ど多 いわけではない6し
か し,単 位 とい う考 え方 を とらえるためには,片 仮名 を用 いるのが最善 の
手段で ある。 こ、こに,片 仮名 とい うものを 単位 の立場 で ま とめる と,次
の ようにな る6
1画の もの・・…一ノ・ フ レ ヘ2画 のもの・∵・・ニ メ・ カ ア
3画の もの…… ミ キ ヌ オ 尋画 のもの……ホ,ネ
この場合 のそれぞれの画 の形 についてい えば,全 体 を大 き く点画 と線画の
二つ に分 けて考える ことがで きる。 これ らが,片 仮名 を構成 して いる基本
画で ある。
基本画の うち,ま ず点画で あるが,こ れ は,位 置 と形 と方向 を持つ とこ
ろに特色 が ある。例 えば,次 のよ うな片仮名 に含 まれ る点画 で,点 画 その
ものの特色 を分ける ことがで きる。
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、点 画 ……ン 。シ ソ ・ツ ミ ・メ ト ・ホ
次 に,線 画 であるが,こ のほ うは,形 ・長 さ ・方 向の ほか,書 き始 め と書
き終わ りに特 色 がある。それぞれ を含 む片仮名 につ き,そ の名称 とともに
例示す る と,次 のよ うになる。
形 二〈ぼ う)ナ(そ9)ヒ(ま が り)フ(お れ)
長 さ………二(短 ・長)エ(中 ・短 ・長)
方 向・一 一甲イ(左下 ・下)ナ(右 ・左下)ハ(左 下 ・右下)
書 き始 め・甲…二(はなす〉 イ(つける)ユ(つ ける)ナ(ま じわ る)
書 き終 わ り…二(とめ る)レ(は らう)オ(は ね る)
このよ うな点画 と線 画 び,片 仮名 の字画 を構成 しているのである。
ただし,線 画 につ いて考 えると,こ れを単画 と複画 に分 けるほ うが好都
合 である。単画 のほ うは,1画 として数 えるものの うち,紛 れ もな く1画
に見える もののこ とである。次 のような片仮名 は,い ずれ もこの ような単
画 から成 り立 っている。
イ ナ ニ ハ エ キ ケ サ チ テ
これに対 し,1画 として数 えるものの うち,2画 の よ うに見 える もの 渉複
画 である。次 のよ うな片仮 名1こは,い ずれ も複画 が含 まれ ている。
目ヒ ・モ収まが り〉 フ ・ム(おれ)オ ・ア(はね〉
したが って,1画 に数 えるものに点画 と線画 とがあ り,線 画 に単画 と複 画
とがある。 これ らが いずれ も,片 仮名 の字画 を構成す る基本画で ある。
基本 画 とい うのは,発 音 のほ うでい えば,単 音 に当たる ものであ る。発
音 のほ うで は,単 音 の複合 が音節 を構成 している、 同 じような考 え方 を字
画 に適用 す る と,基 本画 の複 合が複合画 を構成す.ることになる。複 合画 の
構成 とい う立場 で は,次 の ような ものを挙 げるこ とができる。
テ(二 ・ノ)チ(ノ ・ナ)ヲ(二 ・ノ〉
例 えば 「テ」 につ いて,こ れ を 「r・一 ・ノ」 とは考 えず に 「二 ・ノ」 と
考 える揚合,「二」 「ノ」 とい うのが他 の文字 「テ」 を組み立て る単位 とな
る.た だ し,す べて の複雑 な片仮名 が,こ のよ うに組み立て られているわ
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け ではない。 そこで,付 加 とい う考 え方 を併 せ用 いる ことにする。付加 に
は,力巨、点と力口線 がある。
加 点 ……ン → シ ソ→ ツ ク → ダ
加 線 ……二 → キ ナ → サ コ→ ロ コ → ヨ ニ → 工
単位 とい う立揚 で細 か く分類 する と,「 ン」 も 「シ」 も,そ れ ぞれ 別 の単
位 になる。 しか し,そ れ では単位 の種類 が多 くな りすぎて,実 用 的で はな
い。 そこで,「シ」 は 「ン」 の修飾 形,「キ」 は 「二」 の修飾形 とする。 こ
れ が付加 という考 え方 であ る。
このよ うに して,片 仮名 を用いて単位 の とらえ 方に習熟 させる と,そ れ
ぞれ の単位 を構成す る画 の特色が認識 できる ようになる。 そ うなれば,類
似 の単位 の異 同も明 らかにな 聲,r字画 の類似性や複雑性 に圧倒 され ること
もな くなる。 ここに,漢 字学習の基礎 がで き上 がるわけで ある。 この よ う
な基礎 な しに漢字 の学習 を進 める と,字 画 の とらえ方 も分 か らないま まに
覚 えよ うとす るか ら・漢字 らしくない字体 を書 く誤 りも出 て くる。しか し,
このよ うな基礎 を踏 まえて進 める と,漢 字 の字画 を正 しくとらえ る基礎 が
できているか ら,と んでもない誤 りは しない ものである。
3。 漢字構成 の単位
漢宇 を構成す る単位 につ いて,片 仮名 を例 としてその どらえ方 に習熟で
きた とす る。 これ を基礎 に漠字の複雑 な字体 を とらえる場 合,次 のよ うに
進 めるわけであるo
まず,ど んな複雑 な字画 を持つ漢 字で も,そ れが単位 に分解 で きるとい
うこ とである。 この ことを例 で示 せば,次 の ようにな る、
勢 ……土 八土丸力 瞬 …… 目ノ ツワ タヰ
ただ し,こ の ように分解 できても,そ れ は英 語のrスペ リングと全 く異な る
様相 を呈 している。英語 の場合にはabc・一 ・とい う26の 単位 が もっぱ ら
左右 に並ぶ だけであ り,い くらで も長 くな る。 これに対 レて∫漢 字:の場合
は・す べてが1字 分 とい う一定の面積1こま とま って しま う。その点で漢字
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の構造 は1韓 国語 のハ ングルに似てV・る。 ハ ングルの揚合 に1音 節分(子
音+母 音+子 音)が 一 定の面積 にま とまるの と同 じで ある。
問題 はその揚合 の字画 の複雑性で あるが,漢 字のす べてが前記 「勢 」や
「瞬」 のよ うに 複雑 な字画 となるわけではな い。 中には複合 画がそのまま
漢字級 字 となる もの もある。 これが単体字で ある。次の よ うな漢 字は,い
ずれ も単体字で ある。
門 十 力 口 五 日 月 言 … …
実際 には 「一」 の ように基本画 だけで単体字 とな るものは少 な く,大 部分
は基本画 を組み合わせた複合画である。
・複合画 について付加 という考 え方をする ことは,前 節 で述 ぺた とお りで
ある。そ の考 え方 を単体 字 の場合 に目も通用 する と,単 体字 にi画 顔 わって
別 の漢宇 とな る ものが案外 に多い。例 えば～次 の よ うな揚合 である。
大 → 犬 ・太 王 → 玉 木 → 本 ・末目'・ 上 → 止.
このように,単 体 宇 に1画(点 画 または線画)が 加 わうて 別 の漢字 となる
場合 に,こ れ を準単体宇 とす るる 準単体字 も単体字 には違 いないが,そ れ
ぞれを独立の単 体字 とす るよ りも,相 互 の関連 を考 えたほ うが撞 いやす い
わけである。
以上が単体字 ・準単体字 である瀞,こ れ らはいずれ も複合画 であ 蜂,こ
のような複 合画が合体宇 を構成 する単位 とな っている。 ここに,幾 つの単
位 から成 り立つか とい う立揚で合体字 を例示す る.と・次 のよ うになる・.
2単位…一・村 町 細 音 早 男
3単位 ・一 側 謝 勇 学 整 想.森・ 宿 、語 時 親
数単位 ……競 疑 辞 縮 勢 瞬
この場合,例 えば 「側 ・謝」 について,「イ ・則 」「言 ・射」.に分 けるこ と.
もで き,「則 ・射」 が既出であれば,左 一 っ と右二っ に分 けるほ うが扱 い
やすい。 しか し,左 二っ と.右一っに分 けるこ とは好 ま しくないか ら,そ の
点 は注意す る必 要が ある。
なお,合 体字 について は,各 単位 が どのよ うな並び方 を しているか とい
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う観点か ら分類す ることもで きる・ この揚合 は,次 の ようにな る。
左 右……村 町 細 上 下 ……音 早 男
左 中右……側 謝 上 中下 ・一 勇 学
左右下……整 想 上左右 ……森 宿
左上下… …語 時
この揚合 の考 え方 は,実 際 に書 き進 める順序 としての筆順 に合わせ るわ け
で ある。
ところで,合 体字 につ いて このよ うな構成で とらえてい くとする。 その
揚合,幾 つ かの漢字 は,同 じ箇所 に同 じ単位 を持 っているこ とだ分 かる。
このこ とは,次 のよ うに並ぺてみる と,一 層理解 しやすい ことにな る。
言……計 訓 討 許 訪 証 詩 話 語 談 議 護
これ が,漢 和辞典 などに用 いるま とめ方で ある。 この場合 に 「言 の部」 と
い う考 え方 が 出て くる。 そ うして,・「言 の部」 につ いて 「言」 を含 む漢字
を字画 の少ない ものか ら字画 の多 い ものへ と並べ た揚合,・』その最初 に来 る
のが 「言」以外 の露 を含 まない漢字 に なる。 この揚合 の 「言」 が,「言 ㊨
部 」 の最初 に来 るとい う点か ら,「部首の文 宇」略 して 「部 首」 と名づ け ら
れて いる。部首 の文字 を共通 にする漢字 が多い こ とは,広 く知 られ ている
とお り.で勘る。
しか し,実 際問題 として,こ の種 の共通要素 は,部 首 の文字 に限 らない
ので ある。 このことは,次 のように並べてみ る と,一 段 と理解 しやす いこ
とになる。
分・一…紛 粉 雰 念 芽 頒 貧 盆 寡
寺……時 侍 持 侍 峙 詩 待 特 等
これ.らは,い ずれ も他 の合体字 を含 む 合体 字で ある。 こ うい う揚合には,
「分」を 「八 ・刀」,「寺」を 「土 ・寸」に分 けるこ とな く1「分」「寺」 をそ
れ ぞれ大 きな単位(複 合単位)と 考 えるほ うが叛 いやす いわけで あるじ
このよ うな揚合 に,単 体字 を共通要素 とす るもの も見 られ る ことは,次
の 「非」 に見 るとお りで ある。
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非 ……悲 扉 緋 斐 匪 靡 俳 排 輩 罪
また,中 には,普 通 には独立 で用 いない単体 宇 を共逓要素 とす るもの も見
られるこ とになる。次 の 「茸」 の場合が これで ある。
輩 一 ・臼溝 構 講 購 購 翻 箸
共通要素 の中には,「茸」 のよ うな複雑 な もの も見 られ るわけである。
4・ 字源 と字体
漢字 の字体 にっいては,そ れ ぞれ の漢 字について,そ のよ うな字 体にな
った経緯 が,あ る程度 は解 明 されている。 それ によれば,単 体字 の揚合,
その成 り立 ちにつ いて二つ の経緯 がある。一 つが象形 であ り,も う一っが
指事で ある。
象形 とい うのは,具 体的 な事物 を表す漢字 をその事物 の絵か ら造 った場
合 である。例 えば,次 のよ うな漢字が これである。
象形(1)……山 川 口 手 鳥 竹 門 車 目 月
中には,事 柄 を表す漢字 を関連す る絵か ら造 った もの もあP,こ れ も象形
と考 えて よいので あるq
象形(2)一…・大 土 交 工 方 高 内 友 北 比
次に・指事 であるが,こ のほ うは・事柄や関係 を記号で表 した揚合で ある。
次 のよ うな漢宇 は,い ずれ も指事である。
指事…∴一 二 上 下 中 本 刃 申 引
象形や指事 によるものな いずれ も単体字 または準単体 宇であるが,合 体字
の単位 ともなる漢字で ある。そ の点で単体字 の習得 は きわめて重要 である
が,そ の際 に役立つ のが,そ の成 り立ち と関連 させるこ とである。
疾 に,合 体字で あるが,こ のほ うもその成 り立 ちについて二 つの経緯 が
ある。一っが会意で あ り,も う一っが形声で ある。
会意 とい うの は,二 つ以上の単位 をその意味 に基づ いて粗 み合 わせ た場
合 である。例 えぱ,次 のよ うな文字 が会意で ある。
会意(1)一 一息 背 泉 位 娘 針 終 尾 妻 胃
一64一
これ らはいずれ も事物 を表 してい るが,中 には動 作 ・状態 を表 す もの もあ
る。次の ような場合 がこれ である。
会意(2)……看 劣 鳴 休 連 安 貧 美 閑 煩
会 意の場合 には,幾 っかの単位の複 合 と考 えることがで きるか ら,そ れ ぞ
れの単位 の習得 が基礎 になる。それ らの単位 については,単 体 字 の楊合 も
あ り,準 単体宇 の場合 もあるが,い ずれ に して も,そ れ らの単位 の複 合 と
して習得 するのが効果的 である。
次に,形 声 であるが,形 声 のほ うは,基 本部分 と付随 部分か ら成 り立つ
ところに特色 がある。基本部分 とい うのは,そ の漢 宰σ)主たる意 味を表す
部 分で,前 記 の例 でいえば,「紛 ・粉 ・雰 ……」な どに見 られ る 「分」が こ
れである。基本部分 は,そ の漢字 の主た る意喋 を表す とと.もにその漢 字 の
字音 を表 すのが普通 であるが,そ のことは,次 のような例 に見 る とお りで
ある。
形声(1〉・…一効 郊 佼 咬 狡 咬 校 岐 蚊 絞
付 随部分 は そ の漢字 に付随的 な意 味 を添 える部分で,上 記 の例 でいえば,
「効 ・校」 に見 られ る 「カ1木 」 が これで ある。 一般 に漢 和辞典 では,付
随 部分ご とに部 を立 てる とともに,各 部 の中で は,画 数 の少ない もの か ら
順 に配列 されている。 しか し,そ れぞれ の漢字 の主たる意 味 とい う立揚で
は,付 随部分 よりも基本部分 のほ うが重要で ある。基本 部分 の中 には,前
記 「溝 ・構 ・購 」のよ うに普通に は独立で用 いない もの もあ る。次の よ う
な揚合 もこれである。
形声(2)……低 低 抵 祇 腫 抵 飯 砥 邸 底
こ うい う場 合 も含 めて,形 声 による場合 は,基 本部分を相 互に関連 させ る
ことが,学 習に役立 っわけである。
ところで,以 上 のよ うな事柄を踏 まえて,そ れぞれの漢字 についてそ の
成 り立ちを明 らかにするのが,い わゆ る字源学である。 しか し,.漢字 の学
習 に当た って,字 源 その ものを覚 えるには及 ぱない。必要 な ことは,現 在
用 い られている通用字体 に基づいて,そ の字体 を覚えるこ とであ る。
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例えぱ,r明」 とい う漢字 につ いて その字源 を取 り上げる と,r日」 の部
分 が古 くは も う少 し複雑 な形 で,こ れがマ ドを表 して いる。』そ の右 にある
のは古 くか ら 「月」で ある。 したが って,「明」 については,「マ ドにツキ
を添えた会意文字」 と説明 されている。 つ ま り,rマ ドか らツキの光が差
し込んで,ヘ ヤの中がアカル クナル(ア カルム)」とい うのが字源 である。
しかし,現 在 の字体 「目」 は,ヒ であってマ ドで はない。多 くの場合,初
出の意味はア カルイで あって ア カルムで はない。 そ うなる と,「明」 につ
いては 「日(ヒ)と 月(ツ キ)で アカルイ」 と考 えたほ うが,覚 える立揚 で
は役に立 っのである。
もう一 っ,別 の例 を引 くこ とにす る。例 えば 「青」であ るが,こ れ を字
源 の立場 で取 り上 げる とこ うなる。 まず,下 の部分 「月」で あるが・ 旧字
体 では ここが 「円」 である。 それ は 「井」 の変形で あ り,こ の 「井」の部
分 力蓮 イ とい う字音 を表 すこ とに もなる。三しか し,現 在の宇体 は 「月(ツ
キ)」で あって,「井(イ ド)」ではない。 したがって,「青」 についてジ下 の
「月」がセイ とい う宇音 を表 す と説明す るのは,決して分か りやすい こ とで
はない。 それ よ り目も,上 の部分 がセイ とい う字音 を表す と説明す るほ うが
分 かりや すい。 その理 由は,こ れ に 「ノ」 を加 えた準単体 字 「生 」 の字音
が,実 際 にセイだか らである。
字源 とい うのは,資 料 に基づ いて学問的 に解明すべ きで あ り,歴 史 的変
遷 を重視 すべ きである。 しか し,日 本語 の学習者 のすべてが将来字源学者
になるわけではない。学習 の立場 で必要 なのは,現 在 の通用字体 を覚 える
こ とで あり,そ の際に単位 に分解す る とい うこ とで ある。その理 屈づ けに
つ いては,覚 えや す さを重視す ぺきであ り,歴 史的な変遷 を無視 して差 し
支 えないのであ る。以 下,覚 えやす さの立揚 で幾つか の例 を示す と,次 の
よ うになる。
好 ……オ ンナ(女)のコ(子)はスキだ(ス キ ・コノム)
宿 ……ヤネ(ウ)の下 にヒ ト(人)がヒャクニ ン(百)いるヤ ド
東 ……キ(木〉の ところにヒ(日)が出 る方向,ヒ ガシ
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舌……セ ン(千〉の クチ(口)1よくしゃべ るシ タ
言…… ココロ(心を縦 に した形)が クチ(口〉か ら出たのが コ トバ
臭……ハナ(自)がオオキク(大)なるのがクサイ.
歩…… トマル(止)ことがスクナイ(少)のがアル ク
これ らはいずれ も,字 源的 には誤 りである。そのご とは,「臭 ・歩」の旧字
体 が 「臭 ・歩」で あることか ら考 えて も明 らかである。 しか し,漢 字 の学
習 に当たって は,・現在 の通用字体 を覚 えるこ とが心要 である。その際 に古
い字体 まで持 ち出す ことは,い たず らに頭 を混乱 させるだけで ある。
5・ 単位 の組み合わせ方
それぞれの漢字 においで単位が どの ような組 み合わせにな るか にっいて
は,'すでにいろいろの名称 が用い られている。 それ らの うち目,広く用 い ら
れるのは,次 の7種 類 である。
かんむ り(上下 に分 けられる漢字 の上 の部分)一
あ し!上 下 に分 け られ る漠字 め下 の部分)・
へん(左 右 に分 け られ る漢字 の左 の部分)
っ くり(左右 に分 け られ る漢字 の右 の部分)一…
たれ(漢 宇 の上 か ら左下 に続 いている部分)・…・
に ょう(漢 字の左 か ら下右に続 いている部分)・
か まえ(漢 字の外側 を囲 んでいる部分)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
これ らの名称 は,初 歩の学 習者 に とって必ず しも覚 えやす くはない、目その
点 では,上 にある もの,左 にある もの,と い うよ うに,実 際 の位置 を示 す
名づ け方 のほ うが親 しみやすいわけである。
ただ し,こ の揚合 に も,基 本的には 筆順 との関係 を無 視 して は な らな
い。筆順 とい うのは,文 字の字画 を書 き進 めてい く順序 であ って,覚 える
ため,形 を整 え るため,崩 れ方を一定 にするため,絶 対 に必要 である。 こ
の ことは,単 位 の組み合わぜ方 とい う立揚 に も関係 して くる。r明 」の場
合 の 「日」 と 「月」 の 組み合わせ につ いて,「 日の右 に 月を書 く」.と考 え
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る こともで き・r月 の左 に 日を書 く」 と考 えるこ ともで きる。 この二 つの
考 え方 の うち,筆 順 と合 うのは 「日の右に月を書 く」 ほ うである。次 のよ
うな場合 の単位 の組 み合わせ方 も,こ れ と同 じである。
明(日月〉 男(田力)保(イ ロ木)決(シ ユ人)
親(立木見〉 訳(言 コ人)夫(二 人).実(ウ 三人)
青(十二月)喜(十 豆 口)
このよ うな組 み合わせ と考 える中 には,字 源学 の立場 か ら見 て誤 りである
場 合も少な くない。 しか し,覚 え る立場 では,筆 順 に基づ く組み合 わせ の
ほ うが役 に立つので ある。
ところで,こ の ように筆順 と関連 させ るこ とが好 ま しい として も,単 位
の隷い と しては,例 外 的 な とらえ方 が好 ま しい揚合 も ある。 それ らの う
ち,覚 える立 揚で役 に立っのが,中 断 ・融合 ・共有 とい う三っ の考 え方で
ある。 まず,中 断 であるが,こ れ は途 中 に別 の単位 が入 り込む場合で あ
る。つ ま り,単 位 の中断 とい うこ とで,次 の場合が これで ある。
中断……可(丁 口)国(口 玉 〉 裏(衣里)東(木 巨〉
次 に,融 合で あるが,こ れ は二つの単位 の字画 が一部で続 く場合 である。
つ まり,単 位 の一部融合 とい うこ とで,次 の よ うにな る。
融合 一…果(田木〉 里(田±)単(ツ 田十)来(十 米)
最後に・ 共有 であるが,こ れは 二つの単位 の字 画が 一部 重 なる揚合 で あ
る。っま り,単 位 の一部共有 とい うことで,次 の場合 である。
共有 ……久(久人)典(曲rハ 〉..別(万 〉.商(立 〉
これ らはいずれ も目に受 ける印象 を重ん じた ところに特色 がある。漢字 の
学習に当たっては,手 で覚 えること(筆順 の重視〉がきわめて重要 な ことは
言 うまでもない。 この よ うな複 雑な字画の場合 に,目 か らだげ覚 えるこ と
は不可能 に近 い。 しか し,目 か ら覚 える ことも,役 に立 たないこ とはない
のであ り,そ れが,中 断 ・融合 ・共有 とい う考 え方 である。
なお,新 出 の漢宇 については,既 習の漢字 と関連 させ るほ うが覚 えやす
い。その場合 に役 に立つのが,付 加 と代入 とい う二つ の考 え方で ある。 ま
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ず,付 加で あるが,こ れ が役 に立つのは,次 の ような場合で ある。
付加……九 → 丸 王 → 玉.万 → 方 水 → 氷 川 →.州
小 → 少 十 → 千 白 → 百 大 → 天 日→ 旧
田 → 由(抽)田 → 甲(押)
この場合,「九」 が既出で あれば,そ れ に点 を付加 したのが 「丸」 だ とい
う考 え方で ある。付加 には,上 記 の ように,加 点 ・加線 ・延 長の3種 類 が
ある,
次 に,代 入で あるが,こ れ は厩i習の漢字 の単位 の一部 を他 と入れ替 える
とい う考 え方で ある.こ の考 え方 が役 に立つ のは,次 のよ うな場合 である。
代入 ……昨(作 日)室(屋 ウ)・ 衛(違行〉 識(織言)
構(講木)浦(捕 シ〉 幕(暮巾)銀(眼 金)
例えば,「昨」 の場合 に 「作」が匿出であれ ば,「昨」 はその 「イ」を 「目」
に入れ替 えた と考 え る行 き方である。一般 に代入す る単位 を除いた部分 が
基本 部分 とな ってい るこ とも多いが,そ れ が独立 の別 の文字 とな らない場
合 は,代 入 とい う考 え方のほ うが効果的 である。
6.単 位の変形
単位 の中には,そ れ ぞれ の漢字 の どの部分 に用 い られ るか によって,形
の変 わ るものが ある。 この ことは,そ れぞれの漢 字の字画 をすぺて同 じ面
積目の中 にま とめ るた めに,や むをえないわ けで ある。
それ らの変形 の中には,そ れほ ど異 同の感 じ られ ない もの もある。 しか
し,同 じ 「目」 や 「糸」 で も,他 との組み合わせ方 によ り,ま た他 の部分
の画 の繁簡 によ り,必 ず しも同一 ではない。そ のよ うな大小や ひずみの異
同を示す と,目目次 のよ うになる。
目目…… 日 旬 早 景 曇 昔 春 昼 昨 暇 晶
糸 ・… ・・糸 系 索 素 紫 緊・ 紀 継 縦 縮 縫
これ らはいずれ も単位 としては同じで あ り,別 の単位 と考 えるには及 ばな
いのであ る。
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また,こ の種 の変形 の中には,デ ザインの立場 で整 え られた もの も少 な
くない。例 えば,「木」とい う単位 の最後 の画 は,.本来は右下 に行 く 「は ら
い ・であるが・r木」'が左 の部分 を・占め るときは,こ れが点に変 わる。 した
が って,同 じr木 」 が左右 に二っ並んだr林 」 の場合 も・実際の形 は同 じ
ではな く,異 なる 乙 とになる。 この種 のデザイ ンによる変形は・次 のよう
に並べた ときに,門 段 と明 らか である。
木 ……木 林 禁 森 校 相 新 探 染 栄 楽 薬
土 ……土 圧 在 型 墨.基・ 幸 圭 地 場 埋・』壊
雨……雨 雪 霧 竹 ……竹 符 筆 穴 一∋…穴 究 窓
足・・一 足 捉 路 牛 ……牛 件 特 長 ……長 帳 髪
食 ……食 養 飲 衣 一…・衣 依 初
中には,「長」r食」「衣」のよ うに画数 の変わ る ものもあるが,い ずれ もデ
ザインによる変形 にす ぎない。デザイ ンによる変形 は,そ の法則性 を覚 え
ることに より,容 易 に習得 できるものである。
以上 は,単 位 の変形 とい づて も,元 の形 との関係 を とどめている場合 で
ある。 しか し,単 位 の変形 の中には,全 く形 を変 えて しまうもの もある。
「忘 ・恭 ・忙」 を対 比 した場 合の ココロを 表す部分な どが これで ある。 次
のような揚合 まで を含 め,い ずれ もこの種 の極 端 な変形 と考 えるこ とが可
能 である。
心 ……心 忘 怒 恭目 慕 忙 情
水 ……水 泉 泰 氷.益 江 染
手 ……手 掌 打 批 左 筆 婦
示 ……示 票 祭 斎 祖 祥 福
これ らは,別 の単位 と考 えて もよいほ ど変形 している。・それ に もかかわ ら
ず同じ単位 の変形 と考 えるのは,い ずれ も同 じ意 味 を持 ってい るか らで あ
る。この場合 の考 え方 が,意 味 の同一性 とい うご とで ある。
以上 は意味 の同一性 による統合で あるが・ も う一つ,形 の同一性 による
統合 もある。例 えぱ・ コザ トとオオ ザ トの扱 いが これ である。左 の部分 を
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占めればコザ トであ り,右の部分を占めればオオザ トであるが,形 は同じ
である。 このよ うに同じ形を持つ揚合 駈 同じ単位 と考えて よいのである。
ツキとニクヅキの場合 もこれである。
・阻目院.陣 隣 隠 一 郊 郡 都 郵 郷
躬.期 朔 望 朧 一 肝 胸 肩 胃 背
同じ形の単位がつねに同じ意味を持っているわけではないのである。
このことは・現在の通用字体における略字形式等についても言える。次
に示すのは・いずれも同じ単位として扱 うことができるとしても,元 の形
はいろいろである。
ッ…・』学 覚 挙 誉 営 栄 桜 単 巣 悩 脳
云……雲 芸 魂 会 絵.伝 転
米……米 粉 糧 継 断目醤 粛 数
メ…一・気 区 欧・極 ム……広 、鉱 拡 仏 払
・又……友 双 収.径 尺……尺 沢 駅 尽 昼
このような場合も,同 じ形の単位がつねに同じ意味を持っているわけでは
ないのである。
単位については,そ の組み合わせ方 とともに,こ の種の変形についても
心得ておくことが必要である。それ らを踏まえて,漢字を単位の組み合わ
せと考えるのが,こ こで取 り上げてきた 「漢字の単位」 というものの内容
なのである。
7.結 …吾
それぞれ の漢字 を一つ一つ別の文 字 と考 える と,漢 字は無 限に存 在す る
こ とにもなる。 しか し,こ れ を単位 の組 み合 わせ と考 えれば,そ の場合 の
単位 の種類 は有限で ある.問 題はその単位 をいつ覚えるか とい うことであ
るが・abc・…一 のよ うにまず全部覚えて しま うのには,数 が多すぎて.あ
ま り実用的で はない。 それ よ 勢も,新 出 のたび に覚 えて い くこ とにす る。
そ うして,新 出漢字 につ いてそれが既 出の単位 の組 み合 わせであれ ば,そ
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れを新出 とは考 えないこ とにす る。そ うすれば,そ の うちに大部分の新 出
漢字 が,本 当の意味 の新出で はな くなるのである。
そのほか,こ のよ うな単位 の組み合わせ とい う考 え方 を導入 した場合 に
は,次 の三っ の利点 がある。第1は,複 雑 な漢 字が認識 しやす くなる とい
うことである。 初 めて 漢字 に接 した 学習者 は,字 画 の複雑性 に圧倒 され
て,ど こが どうなっているかも分か らないのが実情 である。 しか し,そ れ
を単位 の組み合 わせ と考 えれば,そ こに秩序 が生 まれ,見 やす くなるわけ
である。次 に,漢 字 を漢字 らしく書 くことができる とい うことである。初
めて漢宇 を書 く学習者 は,母 国語 の文字 の字画に影響 されて,何 とな く漢
字 らしくない文字 を書 くこ とにもな る。 しか し,単 位 の書 き方 に習熟す る
ことによ り,そ こに漢字 の特色 を盛 り込 む 二とが 容易 になるわけであ る。
最後 に,漢 字 の字画 炉正 しく覚 え られ るとい うことで ある。初 めて漢字 を
覚える学習者 としては,覚 えるこ と自体が決 して容 易ではないφ しか し,
単位 とその組 み合 わせ とい うよ うにとらえれば,そ れを覚 えるのが,そ れ
ほ ど困難 ではな くなる とい うことで ある。
付記一甲一・筆者は・ 日本語教育に携わる前に・ 衆議院速記者養成所の教授として,
速記教育に携わっていた。速記に用いる符号 というのは,漢字とは別の複雑性
を持っていて1初 めて接する者にとって,何 ともとらえどころのないものであ
る。しかも,音を表す符号だけでなく,語を表す符号が次々と出て くることは,
漢字の学習に似ている.こ の小論でまとめた考え方は,そ のような速記符号の
掻い方 を基礎 としたものである。
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